
       

建屋周辺の地下水位、汚染水発生の状況
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1-1 建屋周辺の地下水位の状況

5～6m
黒とピンク

データ；～2020/3/23

陸側遮水壁内側エリアの地下水位は、年々低下傾向にあり、現状山側では5～6ｍの内外水位差を確保している。

地下水ドレン観測井水位は約T.P.+1.5mであり、地表面から十分に下回っている（地表面高さ T.P.2.5m）。

LCOに伴う稼働停
止による水位上昇

データ；～2020/3/18
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稼働サブドレンピット数
全サブドレンピット数：42基（~2018.12.25),45基（2018.12.26～）
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T.P.＋2.5m盤くみ上げ量（ウェルポイント・地下水ドレン・くみ上げ車両）

地下水ドレン ウェルポイント くみ上げ車両によるくみ上げ・移送

138 146 174 162 192 168 363 233 81 55 30 103 65 95 124 122 136 108 108 74 45 22 23 40 39 51 94 163 91 96 229 206 75 50 76 82

528 482 522 497 600 513 567 520 388 326 320 441 315 399 490 402 478 482 447 287 250 192 208 290 283 374 506 691 485 501 758 695 442 298 441 366

70.0 117.0 127.5 131.0 128.0 141.5 416.0 12.5 18.0 39.5 0.0 173.5 72.0 131.0 129.0 104.0 170.5 177.5 63.5 29.0 14.0 5.0 8.5 93.0 65.0 115.5 198.0 223.5 64.0 138.0 562.5 50.0 16.0 107.5 29.0 60.5
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1-2 サブドレン・護岸エリアのくみ上げ量の推移
重層的な汚染水対策により、サブドレン稼働率はやや低下しているが、地下水はくみ上げできている。

護岸エリア（T.P.+2.5m盤）においては、2020年１月の降雨量が多いこともあり（１月累計雨量107.5mm）、2019年12
月～3月23日までの平均で約80m3/日となっている。

（参考）

2018年12月～2019年3月 ；120.5mm

2019年12月～2020年3月23日の累計雨量；213.0mm

年度平均：3.8mm 年度平均：2.7mm

年度平均：150 年度平均：80

平均：

合計

データ；2020/3/23

年度平均：120

年度平均：4.6mm

年度平均：480 年度平均：350 年度平均：500

第三段階開（8/22）

1,072

平均：

610
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） 降水量

注）2017.１までの汚染水発生量（貯蔵量増加量）は、建屋滞留水増減量（集中ラド含む）と各タンク貯蔵増減量より算出しており、気温変動の影響が大きいため、
2017.2以降は上表の凡例に示す発生量の内訳を積み上げて算出する方法に見直している。よって、2017.1までの発生量の内訳は参考値である。

2-1 汚染水発生量の推移
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陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な対策の進捗に伴って、建屋流入量・汚染水発生量共に減少している。

2018年度は降雨量が少ないこともあり、汚染水発生量は170m3/日で、2015年度の約1/3に低減している。冬期などの降雨
量が比較的少ない時期には150m3/日を下回る傾向にある。2019年度の降雨量は、2018年に比べて多いが（2018年度
;997mm、2019年度;1630mm）、汚染水発生量は2018年度と同等程度（2018年度;170m3/日、2019年度;180m3/日（
4/1～3/23の平均値）となっている。

170 [100] m3/日

1,429mm/年度 1,337mm/年度 1,375mm/年度

490 [270] m3/日 400 [200] m3/日 220 [140] m3/日

150m3/日

997mm/年度

海側遮水壁の閉合後、
地下水ドレン稼働
（2015.11）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ１（2016.3末）

陸側遮水壁第一段階
フェーズ2（2016.6上）

サブドレン稼働
（2015.9末）

汚染水発生量［建屋流入量］

180 [120] m3/日

データ；～3/18まで

雨量データ；～3/23まで

1,630mm/年度

440

220
130
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【参考】陸側遮水壁ブラインタンク水位計
挙動対応状況について



【参考】ブライン漏えい事象における対応状況

2019年12月26日に陸側遮水壁ブラインタンク2系統の水位レベルが低下しており、現場目視確認の結果、
2号機R/B山側のヘッダー管6BLK-H1の凍結管1890-6Tの凍結管頭部付近の配管継ぎ手においてブラインの
漏えいが確認されたため、当該凍結管のブラインの供給を停止した。
その後、継続的に調査を行った結果、近傍の凍結管３箇所においてもブラインの漏えいが確認されたため、
漏えい個所の材料交換を行い、ブラインの供給を再開した。

（漏洩量：約16m3。ブライン供給再開日：2020年1月31日）
漏えいが発生した箇所は、下り勾配の道路の下端部に位置しており、車両通過による振動などが部材に影響
した可能性を想定しており、今後詳細な部材調査（実施中：CT検査、金相観察）及び現地の振動計測などを
行っていく予定である。
（振動計測は、漏えい発生個所および同種構造で交通量が多い箇所を対象として3月16日～計測中）
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道路

路下部 地上部地上部

●凍結管
●漏えい凍結管(12/27：目視)
●漏えい凍結管(1/16～17：試験)

６BLK-H1 凍結管37本

9本 24本4本

18
90

-6
T

18
80

-6
T

18
70

-6
T

18
60

-6
T

N

＃１
T/B

＃2T/B ＃3T/B ＃4T/B

＃１R/B ＃2R/B ＃3R/B ＃4R/B

【KEY-PLAN】

【６BLK-H1 凍結管配置図】

【平面図】ブラインタンク２系統供給範囲
（ヘッダー管24箇所）



1系統(1A) 2系統(2A)

ブライン採取状況
(3/12採取）

タンク上部不溶解性鉄 1.2mg/L 79mg/L

タンク下部不溶解性鉄 1.3mg/L 77mg/L
7

【計測】陸側遮水壁ブラインタンクでの発泡事象の発生について

2020年2月10日に陸側遮水壁2系統側のブラインタンク内を点検時にタンク内で泡が発生している状況が確
認された。タンク上部の点検孔を用いて継続して泡を除去している。1系統側のタンクでは泡の発生は確認
されていない。
またブラインの性状の分析により、2系統側で多くの不溶解性鉄が確認される等不純物が多く混在している
ことが確認された。3月16日よりブラインの浄化運転を行い、不純物の除去を実施している。

凍結プラン
ト1系統

凍結プラン
ト2系統

ブラインタンク外景
ブラインタンク内部状況

（1系統側） （2系統側）

泡消散後の写真
1系統より褐色が濃い
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【参考】陸側遮水壁の中長期の安定的な運用に向けた対応

タンク水位確認（日１回：短期・長期挙動数値基準、トレンド確認）

○ブライン漏えい監視強化
早期復旧対策

①監視強化に関する追加対策
②早期復旧に関する追加項目

陸側遮水壁設備は事後保全を基本としていたが、今回の事象に鑑み、今後の中長期運用を見据えて、監視の
強化、早期復旧対策を進めていく。

○安定運用の為の取り組み
・各設備点検※

・ブライン性状調査による、交換・
管理手法の構築

・部材の更新頻度の設定
・部材の調達期間と損傷時のリスクを

踏まえた予備品・代替品の調達

※点検手法等の具体化は今後、検討する

8

タンク水位の低下を確認

漏えい個所調査
（現地目視、
路下部（目視

融氷設備設置）

ブライン補充
（予備品確保）

ヘッダー管停止による
漏えい箇所特定

加圧試験による漏えい
凍結管特定

健全確認箇所
予備品・代替品

による補修

ブライン供給

ヘッダー管流量確認

○ブライン漏えい監視強化、早期復旧に関するフロー（案）

＋

今後、検討実施する項目
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ポンプ停止水位(LL値)

外気温

【参考】ブラインタンクの水位状況

ブラインタンクの2系統において水位低下が確認されたために2019年12月26日に漏えいしていると判断し、
現場の調査を行った。
その後の調査によりブラインの漏えいが確認された箇所について、ブライン供給を停止したことから、ブラ
インの漏えいはほぼ停滞し、その後、ブラインの補充によりブライン水位は上昇している。
至近では、ブラインタンクにおいて気泡が発生したため、ブラインタンクの水位を保持しつつ、ブラインの
浄化運転及び気泡除去作業を実施中である。

低下傾向

停滞

ほぼ停滞

9

プラント点検に伴う冷凍機の
一部停止に伴う上昇

ブライン補充に
より上昇

データ ～2020/3/24ブラインタンク水位監視
漏えい判断

調査

ブライン調達

補修
調査、ブライン調達は年末・年始
休暇期間含む
（12/28～1/6）

ブラインタンク
に気泡発生の為
気泡除去実施中

ブラインタンク水位計補正

ブライン調達 ブライン追加調達
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【参考】地中温度分布および
地下水位・水頭の状況について
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【参考】1-1 地中温度分布図（１号機北側）

：TP+7.5

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位

（温度は3/24 7:00時点のデータ）
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【参考】 1-2 地中温度分布図（１・２号機西側）

：TP+9.6

：TP+9.9

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位

：TP+10.6

（温度は3/24 7:00時点のデータ）

50-4S：2月17日～交換作業実施中
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【参考】 1-3 地中温度分布図（３・４号機西側）

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位

（温度は3/24 7:00時点のデータ）
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【参考】 1-4 地中温度分布図（４号機南側）

：TP+5.1

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位

（温度は3/24 7:00時点のデータ）



15

【参考】 1-5 地中温度分布図（３・４号機東側）

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位

（温度は3/24 7:00時点のデータ）

4号機海水配管トレンチ
および3号機海水配管ト
レンチ①下部の地中温
度について3/25～計測
実施予定。
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【参考】 1-6 地中温度分布図（１・２号機東側）

：凍土壁内側水位

：凍土壁外側水位

（温度は3/24 7:00時点のデータ）
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【参考】1-7 維持管理運転の状況（3/24 7：00現在）

※全測温点-5℃以下かつ全測温点平均で地中温度-10℃以下でブライン循環を停止。
ブライン停止後、測温点のうちいずれか1点で地中温度-2℃以上となった場合はブラインを再循環。
なお、これら基準値は、データを蓄積して見直しを行っていく。

■ 維持管理運転対象全49ヘッダー管（北回り１系統25ヘッダー、南回り２系統24ヘッ
ダー）のうち、20ヘッダー管（北側4，東側11，南側４，西側１）にてブライン停止中。

-凡 例-
：ブライン停止中の区間（凍結管単位を含む）
：ブライン循環運転中の区間

維持管理運転全面展開

25-6S

13BLK-H1

１2ＢＬＫ－Ｈ5

１2BLK－H4 １2BLK－H3 １2BLK－H2 １2BLK－H1

１1BLK－H7
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【参考】 2-1 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 海側）

データ；～2020/3/23
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【参考】 2-2 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側①）

データ；～2020/3/23
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【参考】 2-3 地下水位・水頭状況（中粒砂岩層 山側②）

データ；～2020/3/23
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【参考】 2-4 地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 海側）

データ；～2020/3/23



【参考】 2-5 地下水位・水頭状況（互層、細粒・粗粒砂岩層水頭 山側）

22データ；～2020/3/23
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#1T/B

#1R/B

#2T/B

#2R/B

#3T/B

#3R/B

#4T/B

#4R/B
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32252627
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B C
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RW31

RW1

RW2
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RW12 RW13
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RW15
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RW21

RW4 RW5 RW6 RW7 RW8 RW9

RW10

RW18

RW22

RW23

RW25

RW26

RW27

RW28

RW29
RW30

RW24

RW32RW33

ウェルポイントウェルポイント
ウェルポイント

ガラス固化壁
ガラス固化壁

ガラス固化壁

海側遮水壁

陸側遮水壁

観測井E

観測井D
観測井B 観測井C観測井A

#1海水配管
トレンチ

#2海水配管
トレンチA

#2海水配管
トレンチC

#3海水配管
トレンチA

#3海水配管
トレンチC

#4海水配管
トレンチ

Ci-1

Ci-3

Ci-4

Co-1

Co-5D

Co-7D

Co-9

Co-16

Co-2

Co-3D Co-4D

Co-6D
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Co-11
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(3T-1)

Co-13
(2T-3)Co-14

Co-15

Ci-2

2-60-1 1-8

Ci-5

Co-17

OP10m-A

3-4

1T-4

Ｎ

● 注水井・観測井（山側）
● 注水井・観測井（海側）
● 陸側遮水壁（海側）海側観測井
● 建屋水位
● 陸側遮水壁（山側）山側水位

サブドレン（山側）
サブドレン（海側）

● 地下水ドレン観測井

【参考】サブドレン・注水井・地下水位観測井位置図

100m


